第1学年　道徳学習指導案
平成24年11月16 日(金)第5校時

1年B組　20名

指導者　中本　　大

１　主題名　弱さの克服　３－（３）

２　ねらい

だれもが弱さや醜さをもっており、またそれを克服する強さや気高さがあることを知り、自分に恥じない生き方をしようという気持ちを育てる。
３　資料名　　　　「いつわりのバイオリン」　(「中学生の道徳１」(あかつき))
４　主題設定の理由

欠点のない完全な人間はいないように、誰にでも心の中に弱さやずるさ、醜さを持っている。時として様々な誘惑に負けたり、楽な方に流されたりするものである。そして、誰もが持つ良心によって悩み、苦しみ、良心の責めと闘いながら、誇りや希望を胸に持つことによって自分の弱さや醜さを乗り越え、次に向かっていくところに人としての素晴らしさがある。ゆえに、自己の内面に潜む弱さや醜さを素直に見つめることで、自分の中にそれを克服する強さがあり、それを信じて生きていくことで克服できる喜びを感じさせたい。
1年生の生徒たちは、授業中などの場面では与えられた課題に対して一生懸命取り組もうとする姿勢が見られる。しかし、宿題などの課題をしなかった時に、言い訳をしりたり自分をよくみせようとする生徒もいる。また、楽な方へ流される生徒も多く、自分の弱さに気づきにくかったり、素直に認めにくい傾向がある。自分の課題を克服しようとする態度もやや弱いと感じる。
本資料は、バイオリン作りに対して真面目に取り組むフランクが、ふとしたことから弟子のロビンが製作したバイオリンを自分自身の作品としていつわったことから生じた心の葛藤を描いた物語である。そして、弟子のロビンの手紙によりフランクは再び自分自身を見つめなおし、自分の弱さを克服しようとしている。
指導においては、フランクの誠実さやバイオリン作りに対する情熱、ロビンとの関係などを確認した上で、様々な事情があったにせよラベルを貼りかえるまでのフランクの心の葛藤が、誰にでもある心の弱さであることに気づかせる。そして、弟子のロビンの手紙を読み終えたあと、フランクが昔自分が持っていた誇りや希望、かつての自分を思い出すことによって流した涙の意味を考えることにより、今後の自分の生き方において心の弱さを乗り越えていく人間の素晴らしさを気付かせたい。また、人間の素晴らしさを信じて常に生きる喜びを見出そうとする気持ちを育てたい。

５　学習指導過程　
	
	学習活動
	主な発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点
※評価の観点

	導入
	バイオリンの音に触れる。　
	· この曲で使われている楽器の音は、何の音ですか。
· バイオリン
	· バイオリンづくりの大変さ(ラベルを貼ること)を確認する。

	展開
	資料を読み、
フランクやロビンの人柄などを確認する。

	
	· 誠実なフランクとロビンの関係やバイオリン作りに対する２人の情熱をつかませる。
· 時間をかけない。

	
	バイオリンをつくることを約束したフランクについて考える。


	· 悩んだ末に、なぜフランクはバイオリンを作ることを約束してしまったのでしょう。
· 自分が有名になる、腕が認められる。
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お金が入る。
· 二度とないチャンス。

· 徹夜をすれば間に合うだろう。
	· 誠実なフランクが名誉欲や物欲を考える点に注目させる。

· 時間をかけない。

	
	ロビンのバイオリンに手を伸ばしたときのフランクについて考える。


	· ロビンのバイオリンに手を伸ばしたフランクが一瞬手を止めたとき、何を考えていたのだろう。
　・やったらいけない。　

・バイオリニストに悪い。

・弟子に悪い。

・間に合わない、どうしよう。

・渡さないと仕事がなくなる。

・時間がないから仕方ない。　

・評判が落ちる。
	· 必要に応じてグループを使う。

· フランクの心の葛藤や弱さを押さえる。



	
	涙の意味を考える。


	· 便せんを手にしたまま、しばらくうつむいていたとき、フランクはどんなことを考えていただろう。
· ごめんなさい。あんなことをやって。
· こんな自分なのに尊敬してくれありがとう。
· これから、もう一度素晴らしいバイオリンが作れるように頑張るよ。

· ロビンに負けたくない。

· 昔の自分に戻りたい。

補助発問
· ロビンは、どんな気持ちで手紙を送ってきたのでしょう。
　・フランクにがんばってほしい。

　・昔みたいなフランクに戻ってほしい。

　・バイオリンづくりに情熱を燃やしてほしい。
	· ロビンの手紙を範読する。

· ロビンは、フランクがラベルを貼りかえたことに気づいていることを確認してから発問に入る。

· ロビンからの手紙により、自分の弱さをみつめなおしているフランクの姿を感じ取らせる。
· ワークシートに書かせる。必要に応じて、グループにする。

· ロビンの手紙を読んだフランクの考えを自分なりに表現することができる。

	終末
	「心のノート」p.80～81を教師が範読する。

	・心のノートｐ.80～81を聞く。

	· 誰にでも心の弱さを克服しながら生きており、そのようにして生きていることの素晴らしさを感じ取らせ、余韻をもって学習を終える。


６　準備物
　　資料、ワークシート、掲示物、ＣＤ(｢四季｣から春)、ラジカセ、心のノート

７　他の教育活動との関連

学級活動(体育祭の取り組み及び反省)、国語(大人になれなかった弟たちに、少年の日の思い出、木は旅が好き)、音楽(春)、保健体育(陸上競技、水泳)

８　板書計画

	いつわりのバイオリン
[image: image2.png]


[image: image3.jpg]








・やったらいけない。　


・バイオリニストに悪い。


・弟子に悪い。


・自分のプライドが


許さない。　








欲





・間に合わない、どうしよう。


・渡さないと仕事が


なくなる


・時間がないから仕方ない


・評判が落ちる。








・お金


・名誉


・チャンスをものにしたい
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迷　作ることを約束する





一瞬、手を伸ばす
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・うれしい


・ロビンに負けないバイオリンをつくる


・自分に恥ずかしくない生き方をしたい


・昔の自分に戻りたい


・もう一度頑張る





あこがれている


情熱・才能





誠実な


職人





ロビンより








